
ドーンdeキラリフェスティバル 2023 with万博 【大阪府】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2，359 千円

交付金額 1，179 千円

事業番号 5

・大阪・関西万博の開催
2025年4月13日(日) – 10月13日(月)の間、大阪 夢洲(ゆめしま)におい
て、2025年大阪・関西万博が開催される。
・大阪府における働く場での女性参画の課題

女性の就業率 大阪府 52.6％ 全国53.6％（R5年度）
企業における男女間賃金格差（＝男性100）：74.6％（R4年度）
企業等における女性参画の遅れ 管理的職業従事者 10.5％（R2年度）

・令和5年9月8日（金）・9日（土）に開催する「ドーンdeキラリフェスティバ
ル2023」内で実施
(「OSAKA女性活躍推進月間」（９月）のメインイベントとして実施)

・万博がめざすSDGsゴールの１つである「ジェンダー平等の実現」に向け、
万博の積極的なPRを行うことにより、女性活躍推進と万博開催の機運を
相乗的に醸成することが期待される。

【効果検証】
参加者数140名、アーカイブ配信数36名

・事業の目的
大阪・関西万博と企業における女性活躍推進の取り組みを紹介し、府域で
の女性活躍推進の機運を高める。

・ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議
構成団体：大阪商工会議所、大阪府、一般財団法人大阪府男女共同参
画推進財団、大阪労働局、公益社団法人関西経済連合会、公益財団
法人２１世紀職業財団（関西事務所）、近畿経済産業局、日本労働組合
総連合会 大阪府連合会、特定非営利活動法人南大阪地域大学コンソ
ーシアム
・公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会

・女性活躍推進と万博開催の機運醸成
2025年の万博開催年までの間、9月の「ＯＳＡＫＡ女性活躍推進月間」の
関係行事として実施し、開催地大阪において、オール大阪で女性活躍推
進、またSDGｓゴール達成をめざす万博開催の機運醸成に取組んでいくこ
とが必要。
・幅広い層の方が参加できる取組となるよう工夫していく。



事業の概要

ウーマンズ パビリオンをテーマとしたトークセッションを開催。同館と同館運営の受託事業者であるリシュモン
ジャパン カルティエの関係者から同館のコンセプトや出展内容、同社の女性活躍推進に向けた取組みを
紹介。また、万博開催地である大阪のさらなる女性活躍推進に向け、大阪の産学官労の様々な立場の方
でのパネルディスカッションを実施した。

時期：令和5年9月8日(金)、9日（土）
会場：ドーンセンター
主催：大阪府、ＯＳＡＫＡ女性活躍推進会議
セミナー参加者数：140人（来館104人、アーカイブ視聴者36人）

９月９日（土）13時30分から15時30分（２部構成）
第１部 トークセッション
2025年 大阪・関西万博ウーマンズパビリオンin collaboration with Cartier 
がめざす「ともに生き、ともに輝く未来へ」
登壇者：宮地 純（カルティエ ジャパン プレジデント＆ＣＥＯ）

：羽生 祥子氏
（大阪・関西万博Women’s Pavilion WA talks プロデューサー）

第２部 パネルディスカッション
女性がさらに活躍できる「OSAKA」になるためには、今、何をするべきか？
みんなで考えよう！～万博開催地「OSAKA」からの発信～
パネリスト：大阪の女性活躍推進に関わるさまざまな立場の方々）
ファシリテーター：羽生 祥子氏

令和５年度「ＯＳＡＫＡ女性活躍推進ドーンde キラリフェスティバル2023 with万博」を開催

実施概要

主なプログラム内容


